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新
し
い
資
本
主
義
と
デ
ジ
タ
ル
政
策
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

岸
田
総
理
は
、
令
和
三
年
十
二
月
六
日
に
行
わ
れ
た
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
、
「
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
危
機
を
乗
り
越
え

た
先
に
私
が
目
指
す
の
は
、
「
新
し
い
資
本
主
義
」
の
実
現
で
す
。
」
と
し
て
、
新
し
い
資
本
主
義
の
実
現
を
岸
田
政
権
と
し

て
の
政
策
の
中
心
軸
に
据
え
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
明
言
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
新
し
い
資
本
主
義
の
下
で
の
成
長
の
項

目
の
一
つ
と
し
て
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
を
挙
げ
て
い
る
。 

 

そ
こ
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

新
し
い
資
本
主
義
の
下
、
「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
に
よ
り
ど
の
よ
う
に
我
が
国
経
済
は
成
長
す
る
の
か
、
教

示
さ
れ
た
い
。 

二 

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
は
な
ぜ
「
国
家
構
想
」
な
の
か
、
教
示
さ
れ
た
い
。 

三 

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
の
実
現
に
向
け
た
構
想
の
具
体
化
を
図
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
設
置
さ
れ
た
デ
ジ

タ
ル
田
園
都
市
国
家
実
現
会
議
の
構
成
員
と
し
て
、
竹
中
平
蔵
慶
應
義
塾
大
学
名
誉
教
授
及
び
野
田
由
美
子
ヴ
ェ
オ
リ
ア
・

ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
長
が
含
ま
れ
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
基
準
及
び
理
由
で
選
定
さ
れ
た
の
か
、
ま
た
同

会
議
に
お
い
て
両
氏
に
そ
れ
ぞ
れ
期
待
す
る
役
割
、
知
見
は
何
か
、
教
示
さ
れ
た
い
。 



 

２ 

 

四 

「
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
」
に
関
し
、
同
所
信
表
明
演
説
に
お
い
て
岸
田
総
理
は
「
デ
ジ
タ
ル
臨
時
行
政
調
査
会

で
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
変
革
の
青
写
真
を
描
き
ま
す
。
ま
ず
、
関
係
省
庁
が
順
守
す
べ
き
デ
ジ
タ
ル
原
則
を
決
め
ま
す
。
そ
の

枠
組
み
の
下
で
、
来
春
に
は
、
規
制
や
制
度
、
行
政
の
横
断
的
な
見
直
し
を
一
気
に
進
め
る
プ
ラ
ン
を
取
り
ま
と
め
ま

す
。
」
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
う
ち
「
規
制
や
制
度
、
行
政
の
横
断
的
な
見
直
し
」
と
は
、
規
制
の
緩
和
、
制
度
の
廃
止
、

行
政
組
織
の
改
廃
等
を
意
味
す
る
の
か
、
教
示
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


